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勝ち点１ 

 

 母校・市立浦和高校、私はどの部活動も応援し

ています。 

この日、野球部の試合は午後、午前中グランド

ではサッカー部がリーグ戦を戦っていました。私

はマイメガホンを持っていますので、たった１人

のサポーターでしたが応援しに行きました。観に

行って始めて知りましたが、高校サッカー、野球

界ではありえない理不尽なリーグ戦が行われてい

ました。市高はセカンドチーム、相手の伊奈学園

高校（以下・伊奈学）はトップチーム、そんな試

合だったのです。所属しているリーグが同じらし

く戦わなければならない・・そりゃトップチーム

（伊奈学）の方が有利だろ、実際試合展開もそん

な感じでした。 

 

 野球の試合でも、相手チームの方が力のある時

はとにかく守る、口を酸っぱく言っていますが、

この日の市高セカンドチーム、キーパーを中心に

よく守り、前半は攻められながらも何とか０対０

で折り返しました。後半も開始早々から伊奈学が

怒涛の攻撃、そしてついにフリーキックのボール

をヘディングで合わされ失点・・４月から始まっ

たリーグ戦、市高セカンドチームはここまで３連

敗していて勝ち点０とのこと、この日も敗色濃厚

か・・そんな感じの雰囲気になってしまいました。 

  

２点目こそ取られなかったものの、守る時間が

続き試合時間が残りわずかになりました。でも（野

球でもたまにこういうことがありますが）しっか

りやるべきことをやった（守った）ご褒美があっ

たのです。ワンチャンスのカウンター、このプレ

ーで１点をもぎとったのです。嬉しかったですね

ぇ。引き分け、勝ち点１をゲットしました。 

 

 ４試合で勝ち点１、でも今日の勝ち点１は大き

かったのではないでしょうか？相手がトップチー

ムでも今日のような戦いが出来れば勝機は間違い

なくあるのでは・・そう思いました（素人なのに

すいません）。 

 サッカー部の皆さん、お互い精一杯の戦いをし

て市高に活気をもたらせましょう！ 

 

考えさせられる・・ 

 

 妻は普段、私の部活動への取り組みに対して一切

口出ししませんが、かつてそんな妻に「それだけは

やめて」とハッキリ拒否されたことがあります。そ

れが（私の）「車の大型免許取得」です。野球界の

方なら一度はこのことを考えていると思いますし、

実際取得されている方も多いのではないでしょう

か？妻には「あなたは免許を取得したら間違いなく

部の生徒を乗せて遠征等に行ったりするでしょう。

でも（居眠り運転等して）生徒をケガさせたりした

ら・・私達家族もその問題に巻き込まれることにな

る（だからやめて）」そんな風に言われました。 

 

 実は今、本当につい先日、市高野球部もバス遠征

しましたが（バス会社の方、すいません）（具体的

な金額は書きませんが）ちょっと常識では考えられ

ないぐらいその料金が高いのです。でもそのような

遠征（皆で行動を共にする）って間違いなく得るも

のは大きい（少々無理をしてでも実施したい）では

どうするか？費用面が抑えられるのであれば私（引

率教員）がリスクを背負ってでも・・私も正直、妻

の一言で踏みとどまっているだけです。 

 

 市高に転勤してきて１０年以上経ちましたが、こ

の間（かん）運転手付き大型バスの１日利用代は３

倍以上になっています。今回の痛ましい事故などは

物価高が招いたものなのでは・・そんな風に思いま

す。皆さん私生活でも強く感じていると思います

が、この物価高対策をもう少ししっかりしていただ

かないと、あらゆる方面で事件や事故、犯罪が起き

るような気がしてなりません。 

 

 私が普段生活している体育職員室のメンバーは

皆、それぞれ専門種目の部活動指導に一生懸命な

方々ばかりですが、今回の件に関しては皆思うとこ

ろがありながらも多くを語りません（私もそうです

が、他人事とは思えない・・）。 

 

 亡くなられた方のご冥福をお祈りします。 

今号は５月１４日号 

第１２６９号です 


